
テレビ会議システムを利用した算数科複式授業改善のための

へき地間遠隔協同学習の研究（２）

＊ ＊＊植村哲郎 ・吉元宣博

Cooperative Distance Learning for Mathematics Teaching
（２）of Combined Class with TV-Conference System

UEMURA Tetsuro Yoshimoto Nobuhiro・

はじめに

複式学級の児童は、自学自習の経験が多いことから自主的な学習の態度や習慣が自然に

身に付くことや、仲間同士で教えあう機会も多いことから、自分の考えを仲間に正確に伝

える方法、つまり、コミュニケーションの能力も高いと言われいる。また、少人数のため

に個別指導が実施しやすく、個に合った学習指導ができる利点もある。

これらの長所や特徴を利点として生かすことが、複式授業改善の根本原理である。しか

し一方で、少人数故に大きい集団での社会的経験が不足しがちであったり、教科の指導で

は、大人数の学級のような考え方の広がりが少ないことも、複式授業の課題であることが

指摘されている。

、 、 、算数科の複式授業では ほとんどの場合 学年別指導で行われているのが実態であるが

そこでは、間接指導と直接指導が交互に行われるために 「ずらし」や「わたり」が避け、

られない。従来から、その難しさが算数科複式授業の課題になっており、その改善のため

に、いろいろな工夫が行われている。

また、複式学級におけるコンピュータ利用に関する調査（①）では、設備が小規模で済

むこともあり普及が進み利用しやすい環境になっている。そして、多くの教師が、複式学

級における利用は、有効あると考えているが、積極的には利用されていないという実態も

明確になっている。

本研究では、仮説として、間接指導時の課題である「わたり」や「ずらし」の負担を軽

くし、少人数故に生ずる考え方の狭さを多様化させるために、テレビ会議システムを利用

することが有効である、と考えている。

これまで４回ほど検証授業を行い、その結果を報告してきた（② 。成果は十分現れた）

とは言えない状況であったが、今回、それらの反省をもとに改良を加えた検証授業を実施

した結果、ある程度仮説の正しいことを伺わせるものであった。

本稿では、検証授業の実際と効果についての事後調査の結果を報告する。

Ⅰ へき地間遠隔協同授業（テレビ会議システム利用による算数科集合学習）

一般的な算数科の授業では、教師が学習者集団に学習課題を与え、それに対する考え方

やアイデアを、できるだけ多く学習者から引き出せるように指導する。さらに、それらの

考え方の良さや難点などを指摘させながら、より質の高い学習内容へ発展させていく。い

わゆる「練り上げ」を行うのが通常の授業のスタイルである。 しかし、複式学級では、

少人数故に多様な考えが出にくく、練り上げを行うための意見が少なく議論が発展しにく
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いことが課題の１つとされている。

そのような複式授業の難点をカバーする方法の１つとして、次の図（授業モデル１）の

ようなテレビ会議システムを使った授業が考えられる。

テレビ会議システムを使って行う授業を交信授業( )とよんでいるが、Distance Learning
さらに筆者らは、通常の授業と交信授業とが一定のテーマのもとに繰り返し行われる一連

の教授・学習活動を考え、これら全体をへき地間遠隔協同学習と呼んでいる。

このシステムでは、例えば、Ａ校の教師がＡ校，Ｂ校の２つの学校の６年生を、Ｂ校の

教師がＡ校，Ｂ校の２つの学校の５年生を指導することが可能になる。

このような授業モデルでは、遠隔地の２つの学校の同学年同士が同じ内容を同時に学習

することが可能になり、そこでは少人数の単式学級のような構成になる。お互いに移動す

ることなしに、集合学習の形態で授業を行うことができる。同一学年で構成される集団を

大きくすることになるために、多くのアイデアが出やすく、練り上げによる学習効果もあ

がることになる。

、 「 」 「 」 。また 間接指導時の課題である わたり や ずらし の負担も軽減できることになる

テレビ会議システムを利用した算数科複式授業の単式化Ⅱ

前述したモデル１のような形態で、テレビ会議システムを使った算数科複式授業を実

施した。実際の授業の意図と指導案を示し、授業後に行った教師や児童へ行ったアンケー

ト調査の結果を報告する。

： ２つの学校の、５年生、６年生の２学年で構成される２つの複テレビ会議システム

式学級間に、２つの会議システムを設定する。

：学年別指導授業形態

両学級の５年生を、テレビ会議システム１を使って一方の学級の担任教師が指導し、

、 。両学級の６年生を テレビ会議システム２を使って他方の学級の担任教師が指導する

指導内容： ５年生 「割合」 ６年生 「比例」

教材として、お互いの学校の花壇のようすを正確に伝えることを考えさせ、 会議TV
システムを使って、両校の５年生が考えを伝え、話し合いをさせて 「割合」の考え、

が有効であることに気付かせる。割合を帯グラフに表して、自分たちの学校の花作り

A 校

B 校

授 業 モ デ ル １

２ 校 に よ る 複 式 授 業 の 単 式 化

６ 年 生

６ 年 生

５ 年 生

５ 年 生

教 師 A

教 師 B

テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム ２

テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム １
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の特徴を相手校に知らせることができる。以下に指導案を示す。

テレビ会議システムを利用した算数科複式授業２つの学校間で

学習指導案

○ 第５学年「割合をグラフに表してみよう」 第６学年「比例（特設単元 」○ ）

○ 目 標 ○ 目 標

身の回りの事象を分類整理し，グラフに表すことで， 身の回りの事象を表や式，グラフに表現する活

それらの事象の特徴や傾向を読み取ることができる。 動を通して，変化の特徴について考えることが

できる。

【第５学年：Ａ小４人，Ｂ小１人】 【第６学年：Ａ小６人，Ｂ○ 展 開 展 開○

小 ２人】

指導上の留意点 主な学習活動 主な学習活動 指導上の留意点過程・時間

１ 本時の学習課題を知る。 １ 本時の学習課題を知る。つ つ

。学校ではどんな割合で，卒業式や入学式 比例関係にある２量を探してみましょうか か

①自動車が走った時間と道のり，②おもりの数と用の花を育てているのかをグラフに表し， む む

ばねの長さ，③穴の深さと掘り出した土の高さ，それをもとに話し合ってみましょう。 ・ ・

④カセットテープの左側の厚みと右側の厚み，⑤２ 本時の学習問題を考える。 見 見

周りの長さが１８ｃｍの長方形の縦と横の長さ，育てている花の割合を種類別に求め，帯 通 通

⑥ろうそくが燃えている時間と長さ，⑦とった写グラフや円グラフにかきましょう。 す す

真の枚数と残りのフィルム数○ 自校のグラフが ３ 調べた花の鉢数を ⑧ ⑧

完成した児童は， もとに，花の種類別 ２ 本時の学習問題を考える。考

相手校の花の割合 の割合を求め，表に どれが比例の関係にあるのか，表やグラえ

を求めたり，グラ まとめたり，グラフ フ，言葉の式に表して考えてみよう。る

フに表したりする に表したりする。 ３ 比例の関係を表や ○ 選択した資料に○ 考27

ことを確認する。 ４ 調べた結果を発表 グラフ，言葉の式か ついて，比例の関え

し合う。 ら考える。 係かどうかを表やる

○ 全体量（全体の ５ 発表で気づいたこ ４ 調べた結果（表や グラフ，言葉の式○27

花の鉢数）や部分 とや疑問に思ったこ 式，グラフ）を発表 で調べることを確

量（それぞれの花 とを発表し合う。 する。 認する。

の鉢数）への着目 ・Ｂ小はパンジーに ５ 発表で気づいたこ ○ 発表はＡ小学校

を促す発問を行う 偏っているけど，気 とや疑問に思ったこ から行い，続けて

ことで，割合の意 温のせいかな。 とを発表し合う。 Ｂ小学校の児童が

味理解を深める。 ６ 本時の学習のまと ６ 本時の学習のまと 行うようにする。ま ま

めをする。 めをする。と と

花の割合を求め，帯（円）グラフに表し ２つの量の関係を表や式，グラフに表しめ め

たり，割合を比べたりすることで，花づく て比べてみると，比例は２つの量の関係のる る

。りの特ちょうや様子がよく分かった。 中でも特別な場合だということが分かった⑩ ⑩

○ 発表で，良かっ ７ 学習についての自 ７ 学習についての自 ○ 発表で，良かっ

た点を紹介し合い 己評価や（Ａ校・Ｂ 己評価や（Ａ校・Ｂ た点を紹介し合い

今後の学習への意 校の５年生同士で） 校の６年生同士で） 今後の学習への意

欲付けとする。 相互評価をする。 相互評価をする。 欲付けとする。
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割合の授業（小学校５年生）で使用したワークシート

比例の授業（小学校６年生）で使用したワークシート
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Ⅲ 授業後のアンケート結果

授業の直後に児童及び教師、一般参加者（当日授業を参観していた者）を対象にアンケ

ートをとり、テレビ会議システムを利用した遠隔協同授業の効果を調査した。

１．児童への調査結果

（１）選択式による回答

調査紙の記述は以下の通りである。

今日の授業のように、インターネットを利用した交信を使うと、遠く離れた学校の複式学級の同学年の

児童どうしが、同じ内容をいっしょに学習することができます。 このような授業を、どのように感じまし

たか？

次の質問で、自分の考えの番号に○をつけてこたえて下さい。

なお、Q2～Q4及びQ6、Q7の選択肢はQ1と同じである。

Ｑ１．いっしょに勉強できるのは、楽しかった。

① 強くそう思う ② そう思う ③ そうは思わない ④ ぜんぜん思わない

Ｑ２．他の学校の複式学級の同学年の児童と、また、いっしょに勉強してみたい。

Ｑ３．今日の学習で、他の学校の児童は、自分たちが気がつかなかった性質に、よく気がつい

ていると思った。

Ｑ４．他の学校の児童と、いっしょに勉強していると思うと、自分達ももっとよい考えを出し

たいと思う。

Ｑ５．授業で使った交信で、わかりにくかったところがありましたか。

（２つ以上○をつけてもよい）

① 声が聞き取れなかった ② 表やグラフがよく見えなかった

③ 教室のようすがよく見えなかった ④ わかりにくいことはなかった

Ｑ６．算数の勉強を、他の学校の子どもたちといっしょにすることができれば、たくさんの考

えを聞くことができて、算数がよくわかりそうだ。

Ｑ７．テレビ会議を使った他の学校との交流学習を、またやりたいですか？

Ｑ８．今日の勉強は、よくわかった。

① よくわかった ② 少しわかった ③ あまりわからなかった

④ ぜんぜんわからなかった

Q９. 今日の学習で、あなたが「よく分かったな 「便利だな 「自信がついたな 「楽しいな 「うれ」、 」、 」、 」、

しいな」と思ったところは、どんなところですか。

回答者は花尾小６名、一倉小６名、計１２名で、結果は表１の通りである。

表１：Ｑ１～Ｑ４及びＱ６の回答結果（数字は人数 、Ｑ５は複数回答可）

Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３ Ｑ４ Ｑ５ Ｑ６ Ｑ７ Ｑ８ 計回答

7(3) 9(4) 9(9) 8(4) 2(7) 6(3) 9(4) 11 61①

5(10) 3(8) 3(3) 4(7) 1(2) 5(8) 3(9) 1 25②

0(0) 0(1) 0(1) 0(2) 4(1) 1(2) 0(0) 0 5③

0(0) 0(0) 0 0(0) 5(6) 0(0) 0(0) 0 5④

計 12(13) 12(13) 12(13) 12(13) 12(16) 12(13) 12(13) 12 96
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Ｑ１,Ｑ２,Ｑ３,Ｑ４は、他校との交流学習について問うたものであるが、ほとんどが

。 、 。積極的な意欲を示している Ｑ４では 良い意味の競争心も湧いてくることを示している

Ｑ６,Ｑ８は、算数もよくわかるようになる感じている。

次に、Ｑ５では、交信の状態をどのように感じたかを問うた。音の聞き取れるようにな

り、分かり易くなったという反応が多くなっている。しかし、まだ音が聞き取れなかった

と感じる児童もも２名、教室の様子が見えにくい者も４名いるので、カメラの方向や位置

などには、充分配慮する必要がある。

Ｑ８では、協同学習（交流学習）を今後も希望するかについて問うたが、全員が「やり

たい」と思っており、否定的な反応は全くなかった。

（２）自由記述による回答

次のような質問に対して、自由記述形式で回答させた。

Q9今日の学習で、あなたが「よく分かったな 「便利だな 「自信がついたな 「楽しいな 「うれしいな」と思」、 」、 」、 」、

ったところは、どんなところですか。

回答を原文のまま以下に示す。１）２ ・・がそれぞれ１名分ずつの回答である。）

花尾小：

５年生（４名）①一倉小の人と交流学習をして、自分で考えられないことをきいて、良く分かったなと思いまし

た。②表を書くとき相手の学校が見やすいように書いてくれたからうれしいと思った。③ほかの学校での学び方

が分かってよかった。いつも聞けない意見が聞けてよかった。自分たちの考えとは違うところがよかった。

６年生（２名）①テレビ会議授業ではほかの学校の人と授業ができて楽しかったです。②いろいろな意見が出て

比例の性質がよく分かった。

一倉小：

５年生（１名）①同学年でやると自分の考えが楽しく言えた。ひさしぶりに２人以上で勉強できたのでとてもう

れしかった。

６年生（５名）①自分でもわからない所を花尾小はズバッズバッと解決していたのですごいなと思った。②他の

学校とすることで楽しみながらできたところ。他の学校の人の意見も聞けたのでよくわかった。③自分達が分か

らなかった所とか分かっていて、しかも全問正解だったので「すごいな」と思った。④今日の学習で、花尾小の

６年生の人達は比例の最初の文を見ただけで答えがあっていたので「すごいな」と思いました。私達は６人もい

るのに１人も最初からあっている人がいなかったので、いろんな意見が聞けてよかった。⑤自分で気付かないこ

とが発見できた。

自分で考えられないことをきいて、良く分かったなと思いました」は、他校との交流授

業で分かり易くなることを、また 「同学年でやると自分の考えが楽しく言えた、久しぶ、

りに２人以上で勉強できたのでとてもうれしかった」は、単式化によっる同学年同士の協

同学習は効果的であることを表している。

２．教師・一般参加者への調査結果

調査紙の記述は以下の通りで （１ （２ （３）の二つに大別されている。回答者は、 ）、 ）、

花尾小側教員７名、一倉小側教員３名、学生７名計１７名である。

（１） 遠隔地・複式学級での、テレビ会議システムの利用について質問します。同学年の児童同士が、同時に協同

してできる授業をどのように感じましたか？ 次の質問で、自分の考えの番号に○をつけてこたえてください。

（Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３は選択肢は同じ）
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（１） テレビ会議システムを利用した交信授業により、他校の複式学級の同学年の児童同士で、同じ内容を

同時に学習させる授業を行うことができるようになります。

このことによる、授業への効果について、お考えをお聞かせ下さい。

Ｑ１ 「わたり」や「ずらし」の負担を軽減できると思う。．

① 強くそう思う（２名） ② そう思う（１４名） ③ そうは思わない（１名） ④ 全然

思わない（０名）

Ｑ２．複数の学級の同学年の児童同士がリアルタイムに学習できるので、良い意味での競争心も湧き、学

習意欲を喚起できると思う。

Ｑ３．学習者の数学的な考えも多く出されることになり、練り上げのための意見交換の質が向上すると思う。

（２） 今日の授業のような、遠隔地・複式学級におけるテレビ会議システムを利用した授業において、シ

ステムの操作性・実用性と、授業の計画や準備などについて、どのように感じましたか。 次の質問で、自

分の考えの番号に○をつけてこたえてください （Q3,Q4,Q5は選択肢は同じ）。

Ｑ１．テレビ会議システムによる交信の操作性や画像、音声等は、授業を中継するのに

今回のような状態では、実用的に不十分である。

（ ） （ ） （ ） （ ）① 強くそう思う ０名 ② そう思う ７名 ③ そうは思わない ９名 ④ 十分である １名

Ｑ２．不十分と思われる点は、どのような点ですか。

Ｑ３．授業を実施するための事前の準備について、手間や時間がかかりそうだ。

Ｑ４．交信のための機器の準備や操作の仕方の習得について、苦労しそうだ。

Ｑ５．交信授業のための教材や指導方法について、普段と違った準備が必要であると思う。

（３） その他、お気づきのことがありましたらお書き下さい。

（１） TV会議システムを利用した算数科複式授業について

テレビ会議システムを利用した交信授業により、他校の複式学級の同学年の児童同士で、同じ内容を同

時に学習させる授業を行うことができるようになります。 このことによる、授業への効果について、お考え

をお聞かせ下さい。 Q2,Q3の選択肢は、Q1と同じ。

Ｑ１ 「わたり」や「ずらし」の負担を軽減できると思う。．

① 強くそう思う ② そう思う ③ そうは思わない ④ 全然思わない

Ｑ２．複数の学級の同学年の児童同士がリアルタイムに学習できるので、良い意味での競争心も湧き、学

習意欲を喚起できると思う。

Ｑ３．学習者の数学的な考えも多く出されることになり、練り上げのための意見交換の質が向上すると思う。

これらの回答結果を表２に示す。また、前回（H,18,12.18）の授業でも、同じ質問で事

後調査を行った結果は表３である。

表２： 、Ｑ３ 表３：前回調査（H,18,12.18）のＱ１、Ｑ２

の回答結果 、Ｑ３回答結果Ｑ１、Ｑ２

回答 回答 Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３Ｑ１ Ｑ２ Ｑ３

２ ① １ １ ３① ３ ４

② １ １０ ９② １４ １３ １２

③ １２ ６ ５③ １ １ １

④ ２ ０ ０④ ０ ０ ０

17 17 17計 17 17 17 計
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表２、３に示した結果から、今回の授業では「わたり」や「ずらし」の負担を軽減で

きると感じる参観者が大きく増加している。Q2,Q3も否定的な反応はほとんど見られなく

なってきている。

複式授業の単式化は、複式授業改善に有効であると思う者が判断できる。

（２）ＴＶ会議システムの操作性、実用性

今日の授業のような、遠隔地・複式学級におけるテレビ会議システムを利用した授業において、システムの

操作性・実用性と、授業の計画や準備などについて、どのように感じましたか。 次の質問で、自分の考え

の番号に○をつけてこたえてください。

Ｑ１．テレビ会議システムによる交信の操作性や画像、音声等は、授業を中継するのに今回のような状態

では、実用的に不十分である。

① 強くそう思う（０名） ② そう思う（７名） ③ そうは思わない（９名） ④ 十分であ

る（１名）

表４ Ｑ１の調査結果

① ② ③ ④

今回調査 ０ ７ ９ １

前回調査 ５ ７ ５ ０

Q２．不十分と思われる点は、どのような点ですか ）回答 （ 。

今回の反応

①音声の面で子ども達が自由に発言できるようになれば、つぶやきも拾って行くことができるのではないか。②シ

ステムの充実③カメラの位置：教師が話すときには、カメラ（画像）に口元が映っている方が相手の学校の生徒に伝

わりやすいと思う。板書があまり映らない。普段の授業であまり使わないのであれば、プリントを配布するのでもい

いのではないか。④カメラの位置、操作の仕方、画面の切り替えなどの仕方について、確認したり、事前の検討をし

たりして置くことで更に改善が図れると思う。⑤画像、音声がスムースに中継されない⑥最初、コントロールキーを

押し下げないと相手に交信できないのは不便だと思った。後から押し下げたままの状態をキープして授業をできてい

たのでその点は良かったと思う。授業者が１人だとカメラを動かす人がいないので大変だと思った。

前回調査の反応

①児童の説明が良く聞き取れなかった（８名）

②表やグラフ等がよく見えなかった（８名）

③教室のようすがよく見えなかった（３名）

④操作が難しい（４名）

⑤その他（１０名）

実用的にはまだ不十分であるという回答が前回は（１２名、７１％）で多かったが、今

回は、実用的に不十分と強く感じる者は全くいなくなっており、充分であるとする者も１

名いた。授業者が操作に慣れて来ることにより、実用性も向上すると考えられる。

「不十分と思われる点」については、前回調査では①児童の説明が聞き取れなかったと

する者が非常に多かった（８名）が、今回調査では、聞き取れないのではなくスムースに

中継されないとする反応に変化している。表やグラフが見えない、教室の様子がよく見え

ないのは、カメラの位置やズームなどの工夫によって改善を計る必要がある。
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（３）３，授業の準備について

Ｑ３．授業を実施するための事前の準備について、手間や時間がかかりそうだ。

① 強くそう思う(６名) ② そう思う（７名） ③ そうは思わない（１名） ④ 全然思わ

ない（３名）

Ｑ４．交信のための機器の準備や操作の仕方の習得について、苦労しそうだ。

① 強くそう思う(２名) ② そう思う（６名） ③ そうは思わない（９名） ④ 全然思わ

ない（０名）

Ｑ５．交信授業のための教材や指導方法について、普段と違った準備が必要であると思う。

① 強くそう思う(３名) ② そう思う（１２名） ③ そうは思わない（２名） ④ 全然思

わない（０名）

① ② ③ ④

６ ７ １ ３Ｑ３

２ ６ ９ ０Ｑ４

３ １２ ２ ０Ｑ５

前回調査の自由記述のなかに、授業の事前準備の負担や、機器の準備･操作の困難さを指

摘する事柄が多かった。それは、コンピュータ利用の教材を用意し、CAI的な授業を行っ

たことで、このような反応が多くなったものと思われる。

今回の授業では、指導内容や方法を平常の授業で行われているようなものにして、授業

の事前準備に手間のかからないような指導を試みた。しかし、準備に手間がかかるという

印象は変わらなかったことを示している。

これは、授業や経験を重ねることで、負担は感じなくなるものであるが 、TV会議シス、

テム利用による複式授業の単式化そのものが、本来、事前準備の労力軽減を主たる目的で

はないので当然の結果とも考えられる。

（４） その他、(回答は自由記述形式)

質問 その他、お気づきのことがありましたらお書き下さい。

以下に原文のまま掲載する。①、②・・がそれぞれ回答者１名分ずつの回答である。

回答

花尾小：

①今回は、パソコンを操作してもらって頂きましたが、実用的にするには、子ども自身もパソコンを操作できなけ

ればいけない。今回は高学年だったが、中学年でもできるようにする必要があると思う。②市全体の情報（TV会議シ

） 。 （ 、ステムについての が集約されればうまく活用できるのではないか TV会議活用学習充実プログラム 初級から上級

発展へ）が作れないものでしょうか。③相手校との共同研究、打ち合わせ等を十分に図る必要がある。④定期化でき

（ ） 。 （ ）ればデータ 準備するもの も集積されていくと思う ⑤花尾小６年 他校の教師がTV会議システムで指導した学年

を見て、集中力に欠けると思った。また、個別指導が不十分であり、わたり、ずらしは軽減されるかも知れないが、

直接指導の方が理解は高まると思う。

一倉小：

①算数のTV会議をやってみて、気付いたことがたくさんあった。その中で、複式のクラスを単式化するのなら、ワ

ークシートのみを相手校送り、授業の中身は担任で考えた方が実際の授業で生かせると思った。
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参観した学生：

①いつでも操作できるように機器を各学校に揃えてもらうと実用化が更に進むと思う。教材に学校の特色が表れる

ようなものを選択すると、交流後の意欲（次回の交流に向けて）も高まるようである。②カメラを固定して授業を行

うとある１カ所しか映像に映らないので、指導者の顔が見えない状態で授業をするから子どもが不安になるのかと思

った。普段は、少数あるいは一人で授業を受けているので、今回のような授業をすると他の子どもの意見も聞くこと

ができ、新しい発見ができると思った。③人数の多い方が音声を切ったままで話し合いをすると先生のいない方は不

安を感じるかも。発表の方法で譜面台を使ったり書いた紙を置く黒い紙などを用意した方がよい。ホワイトボードが

子ども達の後ろ側にあると逆光になって顔がはっきりしなくなる。④自らの言ったことが、完結したという意思表示

することが徹底しなければいけないと思う。１つのクラスがコントロールキーonにしたままの状態であると、もう１

つのクラスが発言したコメントが“やまびこ”のように返ってくるが、子ども達には気にならなかっただろうか。

前回（H,18,12,18）の結果

１ ・慣れの問題かもしれませんが、なかなかやりにくいと思う。 ・お互いの表情が見えないこともあって意見交）

換も難しい。 ・画像が小さく、質もよくなかったので、図や表も見にくい。 ・教室中に機材が散乱していた。これ

からの進行状況にもよるが、準備の負担が気になる。

２）複式学級というより少人数学級に合う設備だと思います。複式であれば、5年は5年どうし、6年は6年どうしが

同時にやりとりができるシステムが必要なのかなと思いました。

３）今日の授業は、遠隔地・複式学級での利用ではなく、少人数授業の感じがしたのですが･･･（黒神の方には、実

際に2人の先生が入っていましたので･･･ ）実際に複式の授業で、テレビ会議を使うのは、念入りな打ち合わせが必。

要だと思いました。でも、勉強になりました。ありがとうございました。

） 、 。４ 繰り上げのためには導入からの意見交換も必要機器がそろい 子どもなれてくるともっと意見は出るでしょう

５ ・継続的に取り組むことが効果的だと思う。 ・授業以外でも自己紹介をしたり、交信をしたりすることが大切）

だと思う。 ・少人数学級の子どもが多様な意見を出し合う、よい試みだと思う。

６）他の意見を聞くことが出来るので、少人数での意見交換になれてしまっている子どもたちにとって練り上げの

良い機会になったと思います。ただ準備に手間がかかるようなので、そこを改善できればいいです。今日は勉強にな

りました。ありがとうございました。

７）今回のような授業は初めて見させていただきました。以前から課題として挙げられていた画像や音声のぎこち

なさは ずい分解消されていたようですので、スムーズに授業が進められていたように思います。ただ、課題とされ

る面は、やはりあるように思います。ハード面で解決していくことで、どんどん実践が行われていくと思います。今

日は本当にありがとうございました。

８）今回は貴重な体験をさせていただきありがとうございました。一番の目的であった「交流する」という点につ

いては十分達成できたのではないかと思います。今回だけでなくテレビ会議を使った授業後 子どもたちは、刺激を

うけ以前より多様な考えを出そうという姿勢が見られるようになりました。

Ⅳ まとめ

以上、児童、教師及び一般参加者を対象とした交流学習後の調査結果について述べた。

このような協同学習の意図は大きく２つある。一つは、少人数学級では、他校の児童と

協同で学習することにより、普段でにくい色々な考え方があることを知ること。

もう１つは、算数の学習指導では避けられない「わたり 「ずらし」の負担を軽減し、」

同学年同士の学習の場を設定することである。

、 「 。」調査結果にあるように 児童の いろいろな考え方がでてよく分かったなと思いました

とか 「同学年でやると自分の考えが楽しく言えた、久しぶりに２人以上で勉強できたの、

でとてもうれしかった」などは、これらの意図の効果の現れであろう。
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また、教師の反応でも「わたりやずらしの負担を軽減できると思う 「複数の学級」、

、 、の同学年の児童同士がリアルタイムに学習できるので 良い意味での競争心も湧き

」、「 、学習意欲を喚起できると思う 学習者の数学的な考えも多く出されることになり

練り上げのための意見交換の質が向上すると思う」では、肯定的な反応が大多数で

あったことにも現れている。

、 「 」 「 」 、 、このように 協同学習が児童の 考え方の多様化 や 練り上げ学習の効果 に また

学習指導上の「わたり 「ずらし」の負担軽減、学年別指導の場の設定に寄与しているこ」

。 、 。とがわかった もちろん 今回の授業だけでそれを養うことを意図しているわけではない

今後交流学習を継続していくことによって、それらは習得されていくものであろう。

、 、 、今回のように算数の授業で交流学習を行う場合 それぞれの学校のカリキュラム 進度

指導者の考え方が異なり、それらを考慮して実施することは難しい点もある。これを行う

場合、年度初めから計画的に進めていくことが必要であることも感じている。

また、機器設定や操作に対してはいろいろな要望が出されているので、今後研修を行う

などの、今後改善を図って行きたい。

これまで、通信回線の状態もあり鹿児島市内だけで実施して来たが、複式学級が多い離

、 。島の学校の複式学級間で 衛星を利用した携帯電話にる交信授業なども試みる計画である
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